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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年２月期第１四半期の連結業績（平成29年３月１日～平成29年５月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年２月期第１四半期 2,281 △5.6 43 △6.1 42 1.1 13 － 

29年２月期第１四半期 2,416 2.1 46 － 42 － △141 － 
 
（注）包括利益 30年２月期第１四半期 6 百万円 （－％）   29年２月期第１四半期 △154 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年２月期第１四半期 3.24 － 

29年２月期第１四半期 △32.79 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年２月期第１四半期 3,076 411 13.4 95.47 

29年２月期 2,995 404 13.5 93.92 
 
（参考）自己資本 30年２月期第１四半期 411 百万円   29年２月期 404 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
30年２月期 －         
30年２月期（予想）   0.00 － 5.00 5.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年２月期の連結業績予想（平成29年３月１日～平成30年２月28日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 5,000 △12.4 340 △10.3 335 △19.9 164 117.9 38.18 

通期 9,000 △9.2 405 84.3 400 19.4 156 － 36.21 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項 （会計方針の変更）」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年２月期１Ｑ 4,307,900 株 29年２月期 4,307,900 株 

②  期末自己株式数 30年２月期１Ｑ 140 株 29年２月期 140 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年２月期１Ｑ 4,307,760 株 29年２月期１Ｑ 4,307,760 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる仮定及び業績予想のご利用にあたってのご注意事項については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関

する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 売上高につきましては、前期に不採算店舗の閉鎖、並びに当期首において４店舗の退店を行い減収となりまし

た。なお、既存店舗につきましては、前期対比では99.8％にて推移しております。 

 営業利益につきましても、前期に不採算店舗の減損並びに閉鎖を行ったことによる増益効果があったものの、当

期４店舗の退店により若干の減益となりましたが、計画対比では順調に推移しております。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間（平成29年３月１日～平成29年５月31日）の連結業績は、売上高

2,281百万円（前年同期比5.6％減）、営業利益43百万円（同6.1％減）、経常利益42百万円（同1.1％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益13百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失141百万円）となりまし

た。 

 また、店舗数については、当期間においてアロハテーブル事業にて１店舗の新規出店、ダイニング事業にて３店

舗、アロハテーブル事業にて３店舗の閉店を行ったことにより、当第１四半期末の店舗数は、直営店64店舗（国内

61店舗（ビアガーデン10店舗含む）、海外３店舗）、ＦＣ店８店舗の合計72店舗となっております。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ81百万円増加の3,076百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が138百万円減少したものの、売掛金が165百万円、有形固定資産が14百万円とそれぞれ

増加したこと等によるものであります。

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ74百万円増加の2,665百万円となりました。これは主に、有利子負債が115

百万円減少したものの、買掛金が116百万円、未払金が51百万円、未払費用が35百万円増加したこと等によるもの

であります。

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べ6百万円増加の411百万円となりました。これは主に、資本剰余金が301

百万円減少したものの、利益剰余金が315百万円増加したこと等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年２月期第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成29年４月13日に発表いた

しました予想から変更はありません。

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、潜在的なリスクや

不確定要素が含まれております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年２月28日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 687,637 549,498 

売掛金 130,405 296,057 

商品 1,277 1,452 

原材料及び貯蔵品 77,307 88,750 

未収還付法人税等 4,435 12,660 

前払費用 75,453 85,059 

繰延税金資産 63,965 63,062 

その他 44,137 65,699 

貸倒引当金 △1,139 △1,365 

流動資産合計 1,083,481 1,160,873 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,957,113 2,899,355 

減価償却累計額 △1,396,245 △1,370,810 

減損損失累計額 △757,992 △728,511 

建物及び構築物（純額） 802,875 800,033 

工具、器具及び備品 807,341 784,352 

減価償却累計額 △659,183 △631,622 

減損損失累計額 △43,858 △42,416 

工具、器具及び備品（純額） 104,299 110,313 

リース資産 281,376 252,785 

減価償却累計額 △180,116 △160,011 

減損損失累計額 △54,270 △54,172 

リース資産（純額） 46,989 38,601 

建設仮勘定 151,735 171,066 

その他 5,783 5,783 

減価償却累計額 △5,783 △5,783 

減損損失累計額 △0 △0 

その他（純額） 0 0 

有形固定資産合計 1,105,899 1,120,015 

無形固定資産 17,016 15,064 

投資その他の資産    

投資有価証券 0 0 

出資金 1,000 1,000 

長期前払費用 11,654 10,775 

差入保証金 406,751 395,000 

繰延税金資産 369,845 373,966 

投資その他の資産合計 789,251 780,743 

固定資産合計 1,912,167 1,915,823 

資産合計 2,995,649 3,076,696 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年２月28日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年５月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 394,256 510,729 

1年内返済予定の長期借入金 394,352 383,356 

リース債務 37,613 36,346 

未払金 200,662 252,239 

未払費用 228,031 263,205 

未払法人税等 4,882 13,837 

未払消費税等 111,687 60,402 

株主優待引当金 - 7,354 

前受金 110,075 131,210 

その他 25,174 23,213 

流動負債合計 1,506,735 1,681,893 

固定負債    

長期借入金 886,205 791,897 

リース債務 73,658 64,610 

資産除去債務 92,888 97,023 

繰延税金負債 17,043 15,440 

その他 14,550 14,550 

固定負債合計 1,084,345 983,521 

負債合計 2,591,080 2,665,415 

純資産の部    

株主資本    

資本金 379,605 379,605 

資本剰余金 301,808 - 

利益剰余金 △277,172 38,600 

自己株式 △130 △130 

株主資本合計 404,110 418,075 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 458 △6,794 

その他の包括利益累計額合計 458 △6,794 

純資産合計 404,568 411,281 

負債純資産合計 2,995,649 3,076,696 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月１日 

 至 平成28年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月１日 
 至 平成29年５月31日) 

売上高 2,416,506 2,281,329 

売上原価 694,327 632,618 

売上総利益 1,722,179 1,648,710 

販売費及び一般管理費 1,675,530 1,604,922 

営業利益 46,648 43,788 

営業外収益    

受取利息 4 1 

協賛金収入 - 1,680 

その他 5,421 4,126 

営業外収益合計 5,426 5,808 

営業外費用    

支払利息 3,912 2,511 

為替差損 5,457 4,175 

その他 593 330 

営業外費用合計 9,963 7,017 

経常利益 42,111 42,579 

特別利益    

固定資産売却益 - 1,070 

保険解約返戻金 - 318 

特別利益合計 - 1,388 

特別損失    

固定資産売却損 1,803 - 

減損損失 236,096 - 

固定資産除却損 27 8,500 

店舗閉鎖損失 2,585 12,089 

その他 - 1,508 

特別損失合計 240,512 22,098 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△198,401 21,869 

法人税、住民税及び事業税 8,169 12,725 

法人税等調整額 △65,308 △4,820 

法人税等合計 △57,139 7,904 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △141,262 13,964 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△141,262 13,964 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月１日 

 至 平成28年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月１日 
 至 平成29年５月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △141,262 13,964 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △12,978 △7,252 

その他の包括利益合計 △12,978 △7,252 

四半期包括利益 △154,240 6,712 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △154,240 6,712 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成29年４月13日開催の取締役会において平成29年５月25日開催の第22回定時株主総会に、資本準備金

の額の減少及び剰余金の処分について、以下の内容について付議することを決議し、同株主総会にて承認可決され

ております。なお、本件は、「純資産の部」の振替処分であり、当社グループの純資産合計に変動はありません。

 

１．資本準備金の額の減少及び剰余金の処分の目的 

 繰越利益剰余金の欠損の填補と財務体質の健全化及び早期の配当の回復を実現することを目的として、資本準備金

の額の減少及び剰余金の処分を行うものであります。

２．資本準備金の額の減少の要領 

 会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を減少させ、その全額をその他資本剰余金に振り替えるも

のであります。

 (1）減少する準備金の項目及びその額 

  資本準備金     301,808,258円

 (2）増加する剰余金の項目及びその額

  その他資本剰余金  301,808,258円

３．剰余金の処分の要領

 会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金の全額を減少させ、繰越利益剰余金に振り替えるものでありま

す。

 (1）減少する剰余金の項目及びその額 

  その他資本剰余金  301,808,258円

 (2）増加する剰余金の項目及びその額 

  繰越利益剰余金    301,808,258円

 上記の結果、当第１四半期連結会計期間において資本剰余金が301,808千円減少し、利益剰余金が301,808千円増加

しております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 

 

 

（会計方針の変更）

（協賛金収入の計上区分の変更） 

仕入先からの製品販売協力金等について、従来は営業外収益の協賛金収入として処理しておりましたが、平成29

年６月１日に株式会社ダイヤモンドダイニングの連結子会社になったことに伴い、親会社と同一の会計方針を採用

することにより、グループ全体として統一した店舗の利益管理及び予算管理を行うことを目的として、当第１四半

期連結会計期間より、仕入控除項目として売上原価に含めて処理する方法に変更しております。当該会計方針の変

更は遡及適用され、前第１四半期連結累計期間については遡及適用後の四半期連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期連結累計期間の売上総利益及び営業利益が32,081千円増加

し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に影響はありません。 
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（表示方法の変更）

（連結貸借対照表） 

前連結会計年度まで「有形固定資産」の「建物及び構築物（純額）」、「工具、器具及び備品（純額）」、「リ

ース資産（純額）」、「その他（純額）」においては、資産科目に対する控除科目である「減価償却累計額」及び

「減損損失累計額」を資産から直接控除して表示する形式（直接控除形式）にて掲記しておりましたが、平成29年

６月１日に株式会社ダイヤモンドダイニングの連結子会社になったことに伴い、親会社との表示方法の統一を目的

として、当第１四半期連結会計期間より「減価償却累計額」及び「減損損失累計額」を独立掲記して表示する形式

（独立間接控除形式）に変更することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結

財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「有形固定資産」の「建物及び構築物（純額）」に表示

していた802,875千円、「工具、器具及び備品（純額）」に表示していた104,299千円、「リース資産（純額）」に

表示していた46,989千円、「その他（純額）」に表示していた０千円は、「建物及び構築物」2,957,113千円、「減

価償却累計額」△1,396,245千円及び「減損損失累計額」△757,992千円、「工具、器具及び備品」807,341千円、

「減価償却累計額」△659,183千円及び「減損損失累計額」△43,858千円、「リース資産」281,376千円、「減価償

却累計額」△180,116千円及び「減損損失累計額」△54,270千円、「その他」5,783千円、「減価償却累計額」

△5,783千円及び「減損損失累計額」△０千円として組み替えております。

 

 

（追加情報）

（株主優待引当金） 

 制度導入後一定期間が経過し適切なデータの蓄積により、将来利用されると見込まれる金額を合理的に見積るこ

とが可能となったことに加え、株主優待制度の重要性が増したことを受けて、当第１四半期連結会計期間より株主

優待引当金を計上しております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間末の連結貸借対照表における株主優待引当金は7,354千円となっており、営

業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ同額減少しております。
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